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Cranfield University
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Fig. 1キャンパス概要

イギリスの大学院大学．前身は航空大学．

Ref: flyer.co.uk 航空宇宙工学専攻の学生は，

軽飛行機フライト・実験フライトを
複数回経験．



軽飛行機プログラム
Light Aircraft Program
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• スピン
• スパイラル
• バフェット
• ループ飛行
• -1G, +4G飛行 etc.

目的
自由度の高い軽飛行機を用い，様々な機体運動を通して
操縦や安定性に関する理解を深める．

内容

➢ 二人乗り小型機使用．
➢ 30分×2回搭乗．

➢ 様々な運動



ジェットストリームプログラム
Jetstream Program
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目的
実機を用いた飛行により，航空力学や航空機の安定性について体感し，
座学と合わせることでさらに理解を深める．

Aircraft Stability and Control

Aircraft Performance

座学科目 （計30時間） 実験フライト（約30分×2回）

Flight Experimental Methods
(Jetstream Flight Labs)

Aircraft Aerodynamics

簡単な空力特性を計測するための
飛行試験技術に関する理解．
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使用機概要
Overview of Aircraft 
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Fig. 2機体概要

Ref: planepictures.net

Ref: cranfield.ac.uk

Jetstream 31 シリーズ，ターボプロップ．

対気速度 高度

・迎え角
・舵面変位量
・速度 etc.

リアルタイムで
計測結果を表示．



実験概要
Overview of experiment 

7

2日間で，4つの項目について実験・解析．

横方向動安定性軸方向動安定性

軸方向静安定性揚力・抗力
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軸方向静安定性 –計測
Longitudinal static stability
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安定性の評価，後方重心限界の決定．

Table. 1計測時重心位置 Table. 2取得データ

4班でそれぞれ計測．

エレベータ角



軸方向静安定性 –解析
Longitudinal static stability
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安定性の評価，後方重心限界の決定．

Fig. 3 エレベータ角 Fig. 4 エレベータ角傾き
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横方向動安定性



横方向動安定性
Lateral-directional dynamic stability
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主翼先端の軌跡

Fig. 3 ダッチロール応答

3つの項目
• Side slip
• Yaw rate
• Roll rate
において同様の計測結果．

ダッチロールモード． 横滑りやロール，ヨー軸運動も絡み合った，
複雑な運動であることを理解．



まとめ
Summary
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➢ 英クランフィールド大学では，実機を用いた教育を提供．
航空系専攻では必須科目．

➢ 軽飛行機フライトでは，自由度の高さを活かした機体運動を経験．

➢ 実験フライトでは，「座学」と「取得データの解析」を組み合わせたプログラム．

実機を用いた教育は，座学だけではイメージし難い現象を捉えることができ，
機体運動を理解する上で有効な手法である．


